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Larva migransに関する研究

(3) 犬畑虫のミミスe体内における解化について

石井 俊雄

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 34年 2月20日受領）

従来，犬掴虫（Texocara canis）の牌化実験にあたっ

ては，実験動物として犬科動物を除き殆どが醤歯類，特

にマウスが用いられてきており，他種の動物，まして無

脊推動物を用いたものはないように思はれる。 Sprent

(1956）は，これと近縁の猫畑虫（Toxocara cati）の life

historyの追求にあたって，無脊推動物であるミミズ，

ゴキブリ，カブトムシ幼虫，ワラジムシ等に，その飼育

器に虫卵を撒布することによって採食せしめ，4週間後

にこれ等のうちミミズおよびゴキブリの筋肉中に第2期

幼虫を見出したととを簡単に報じている。しかるに同氏

の犬畑虫の lifehistoryについての同様の論文（1958)

にはとのような無脊推動物を用いての記載はなく，犬畑

虫が果してこれらの動物体内において牌化するや否やは

明らかにされていなし、。

犬畑虫は， somatic typeの migrationを行う畑虫て，

その固有宿主である犬における感染の主道は胎盤感染

て，例へばマウスの如くその体内に長く第2期幼虫を

保留する動物は， unnec白田ryな paratenichostである

といわれているν 若し犬咽虫が，猫姻虫と同様にこれら

醤歯類以外の動物，ととに無脊推動物体内ても騨化し第

2期幼虫が見出されるならば，その paratenic hostの範

聞が拡大される可能性を示めすとととなり，との種の畑

虫の関連する諸現象（例へば larva migrans）の解明に

何らかの知見を加え得るものと考え，差し当り採集 ・飼

育の容易なミミズを用いて解化実験を行った。

材料および方法

I C 1）犬畑虫卵は駆虫により，或は仔犬の解剖によ

り得た成熟雌虫の子宮から採集し， 1%フォルマリン水
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を用いて30°0て瓦培養したものである。実験には大量の

虫卵を用いたので卵令は30日以上のものを混じて使用し

た。叉除蛋白膜は行はず投与，或は撒布した。

c 2）ミミズはフツウミミズ （Pheretz初α属〉を使用

した。またミミズの採集と同時に棲息地の土壊を落葉 ・

雑草とともに採取し，自然感染 ・混合感染を出来るだけ

防ぐためよく焼き，とれを径15cm，高さ20cmのガラス

製円筒容器に約aIs程度入れ．この中にミミズを 5～6匹

放飼した。爾後は時々水道水を噴露して湿潤を保fとしめ

たが飼料の投与や飼育土の交換は行はなかった。

lI (l）虫卵の投与は次の二方法によった。すなはち

そのーは間接法ともいうべき方法て， 虫卵の相当大量

〈径約 6cmの円形瓦に厚さ lmm程度の塗抹培養の半

呈〉を上記の飼if土上に撒布してミミズの自然皮食にま

つ方法てあり，他は直接法て，ミミズの口腔或は咽頭ま

で白金耳を以て直接挿入する方法である。

(2）観察は，間接法による虫卵撒布群は 3週後．直

接法による虫卵挿入投与群はミミズの死亡のため 2～ 3

日後に解剖し，内部臓器と体壁の筋組織とに牙け，夫々

生鮮圧平標本により感染幼虫を検索した。

（附〉直J安挿入投与群のミミズは，同時に排便中の幼

虫および虫卵の排出状況を調べるため，虫卵投与後は寒

天中に飼育した。 3～ 5%寒天を径約12cm，高さ約 6cm

の腰高シヤレーに約4cmの高さに入れ， 固化後とれを

撹搾挫細して泥土状にし，ミミズを一匹づっ放飼い毎

日飼養器を交換すれば，よくその消化管内容く土砂〉を

寒天に置換することが出来る。斯様tこすれば前日の排

出物の確認は容易てある。叉ミミズの組織切片作製にあ

たっては，従来濡らした鴻紙上に飼育して消化管の内容

を排出せしめる方法がとられていたが，寒天による置換

は，との場合のより適当な方j生であると思はれた。

成績および考按
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第 1表幼虫検出成績

犬姻虫 A B c 備考（虫卵投与法）

50 2 。 撒 布
185 2 8 ／／ 

。9 1 寒口腔天飼内挿育入後。3 5 II 。 4 1 無処置（対照）。 1 。 II 

註.A.B.C. : 未同定幼虫

〔寄生虫学知詰、・第 8ぎ・第 5号

と見倣されているマウスへ投与された場合と同除の態度

を示めしている。マワスてはこの場合，第2・第3次の

感染が成立し，且つζの間に全く発育をみることなく常

に第2期幼虫の状態に留まっていた（石井， 1959）。第

2期幼虫がこのような感染能を常にもつものであるなら

ば，今岡ミミズに見られた幼虫もさらに他の paratettic

host叉は 五nalhostへの感染が可能なものと考へちれ

なくはないu

ミミズからの幼虫検出成績は，第1表に示めす如く虫

犬姻虫幼虫および他の線幼虫も全て特に加湿すること

なく組織内て正常と思われる活溌な運動をしめしてい

卵撒布群て犬蜘虫の第2期幼虫を夫々50, 185隻を検出 た。

した。との群は 6匹のミミズを同一容器に入れ同時に飼 乙の実．験は20°0を下らない室温〈平均23°0）て行はれ

育していたが，検査時には 2匹を除いて全て死滅してい たものであるが，最高温度（27℃〉も恒温動物の体温の

たため，他のものの検査は不能であったものである。斯 ような高温ては勿論ない。斯様な温度ても牌化し，叉恒

様に高い死亡率をみた陳因が，感染によるものか，或は飼 温動物体内ても牌化するζ とからすれば，少くも犬姻虫

育条件など他の原因によるものかは，対照群の死亡率を の騨化時の温度は，相当に巾の広い範囲をもつものとい

調査しなかったので不明である。とのため供試ミミズは うことが出来ょう。

少数に過ぎる憾はあったが，検出した幼虫の形態，対照群 直接挿入投与群ては瞬化は見られなかった。ミミズに

には同種の幼虫が全く見られなかったとと，実験群から 対しての斯様な直接投与は機械的な無理がある様て，解

のみ50, 185という大数を検出したととなどから，ミミ 剖時に消化管内容に出血を見たものがあった。しかしと

ズの体内て確実に帰化感染が行はれたものと考える。 の場合ても，虫卵が充分通過し得た 2昼夜は生存してい

第 2 表ミミズ体内の幼虫分布

内部臓器 筋 層
幼虫種類

体前部体後部 体前部体後部

犬姻虫 5 24 3 18 

1 A 。 。 。 2 

c 3 4 。 。
犬姻虫 1 78 35 71 

2 A 。 2 。 。
B 。 4 。 4 

たのであるから，牌化，感染の機会は持：！：＞得たものと思

はれる。今， f陣化感染のみられた間接投与群の場合との

条件の差を挙げてみると， (1）腸内容物の相違，（ 2)

虫卵との接触時間の差，このための同一虫卵の反復炭取

の可否，（ 3）異常環境におかれたためのミミズ側の何ら

かの差，例へば腸の運動，消化液の牙泌等へおよぽす影

響，等があると思はれる。 (1）は主と して物理的な作

用を， (2）はそれの反復を， (3）は主として化学的

な作用を意味するが，何れにもせよ寒天による虫卵被覆

の影響と思はれ，との点の検討は今後の問題とレて残さ

れている。なお，この直接投与群は投与翌日に排糞につ

体内における分布は，第2表に示めす如く内部臓器 いて観察を行ったが，その中に虫卵を多数みとめ〈この

（主に消化管壁〉と体壁の筋層との聞に差は見られない 場合も計数は行はなかった〉，消化管を通過したととを

が，体前半部と後半部ては後半部に多く牙布し，しかも 確認し得たが， F降化幼虫はみとめなかった。

体前半部ては中央に，すなわち後方に近い処に限られて なお全てのミミズに他種の線幼虫が見られた〈第1

好布し，ミミズ全体についていえば，後2んにおいて検出 表〉。とれらは生殖器による雌雄判別のまだ出来ない程

されたととになる。との牙布状態は他の自然感染をして 度の発育度をしめす幼虫期のものばかりで成虫は全く見

いた線幼虫についても言えることである。 るととが出来なかった。今回は犬姻虫の牌化の成否に止

検出された犬畑虫幼虫は全て第2期幼虫であった（図 め，とれらの同定については別の機会に行いたいが，犬

l，写真 2～ 6）。とれらの幼虫は感染時の幼虫〈写真 l 蜘虫幼虫との比較をのみ簡単に記す。

：同一起原の虫卵上りの圧出幼虫うと比較して成長は見 A （写真 7：図2）は一見姻虫の第3期幼虫に酷似

られず，また見るべき形態的変化もなく， paratenichost しているが， 頭端の形状はむしろ豚姻虫に近く，犬姻
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虫のそれのような脊腹の非対象性がなく，食道末部の構

造は比較的簡単であり（Mosgovoy(1950）はとの部の構

造により Toxocara属を Anisakoidea: Anisakinae Uこ

分類しにいる〉，叉尾部はやや細きに過ぎるようであるO

食道球が大きい点，尾部が細過ぎる点などあるが，形態

的には姻虫科に近縁な毛のとも考へられのて更に詳細な

検尉を重ねるつもりで、いる。しかし，形態的に，また数

自世こ犬姻虫幼虫が第3期幼虫まで成長発育したとは考へ

られない。

B （写真 8，図 3）および0c写真 9，図 4)は一見

して全く別種のものであるととがわかり，今回はとれに

ふれない（Nichols,1956 a, b; Schacher, 1957; Sprent 

1958)0 

なお豚畑虫を用いて同様の実験を行ったが，現在のと

とろ感染に成功していなし、。

要約

フツウミミズを，犬畑虫卵を撒布した土壌で飼育した

処， 3週後にその内部臓器（主に消化管壁〉および体壁

の筋層から同掴虫の第2期幼虫を検出し得た。すなわ

ち，犬胴虫は無脊推動物であるミミズにおいても醇化感

染し，その体内てほ三マウス体内におけると同様の態度

をしめすととをみとめた。

稿を終るに当 P，終始御懇篤な御指導と御校聞を頂き

ました予研寄生虫部長小宮義孝博士に深甚の謝意を表し

ます．
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白ummary

Embryonated eggs of canine ascaris (Toxocara 
canぬ）were placed on the moist earth containing 

earthworms (Phe retz初a).After a period of 3 weeks 

the earthworms were removed, and their tissues were 

searched for larvae. Many second-stage larvae of T. 

can必wererecovered from the tissues of earthworms. 

明

4. II c 
a: 庇門 ep: 排世口 i: 消化管

nr: 神経輪 oe: 食道 sh: 被鞘

写真説明

1. 虫卵よりの幼虫

2. 3. ミミズの体壁中の犬畑虫幼虫

4. 5. 6. ミミズの組織から分離した犬姻虫幼虫
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